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人が育つ組織を作る

研究統括主幹　長谷部 亮

近、日本社会全体で、人が育ちにくくなった

と言われています。最近読んだ本にそのこと

が書かれています（「人が育つ会社をつくる」慶応大

学教授　高橋俊介著、日経新聞社、2006）。その原

因としていくつか指摘されています。人を雇っても

すぐ辞めてしまうため、辞めるかもしれない人に育

成投資をしづらいこと、成果主義のプレッシャーが

厳しく、個人主義が組織内に蔓延し、人を育成しよ

うという余裕が持てなくなったこと、フラット化の

進展も指導伝承型OJTを困難にしていることなどで

す。

　民間企業ほどではありませんが、公的研究機関で

も事情はある程度似通っています。また、公的研究

機関の場合、これまでは「優秀な人材が機関に採用

試験を通じて自動的に集まってくる。人を育てると

いうよりは、人は勝手に育つ。」との認識が強かっ

たものと思います。言い換えれば、人材育成に関す

る意識や取り組みは必ずしも十分なものとは言えな

かったと思います。

　当たり前のことですが、どんな組織であっても人

材を持続的に育成し活用することが組織存続の根幹

です。「経営とは、組織の資源を活用して成果を得る

こと」と、ある財界人が述べています。研究所は、

研究成果を創出し、社会、国民に還元することが目

的です。申すまでもなく人材は研究所の重要な経営

資源であり、その有効活用が、組織の命運を担うこ

とになります。

　一昨年、3月に農林水産技術会議で決定した「農

林水産研究における人材育成プログラム」は以上の

ような背景のもとに策定されたものです。このプロ

グラムでは、農林水産研究に関わる研究職員に限ら

ずすべての職員に対して、人材育成の基本方針が定

められています。農業環境技術研究所でも、これを

受けて、研究所独自の人材育成プログラムとして、

昨年2月に、「人材育成プログラム−人材開発の基本

方針−」を策定しました。このプログラムに基づき

農業環境技術研究所では、研修、表彰、留学等のメ

ニューの充実・提供だけでなく、人材育成とは、組

織から与えられるものだけではなく、自らが自らの

力で成長することをめざす自律的キャリア形成の考

え方に基づき、キャリアデザインシートによるキャ

リア形成支援にも取り組んでいるところであります。

　人材育成というと、「組織が職員を育ててくれる。

自分が成長しないのは上司の指導力不足」と誤解し

ている方がいます。人材育成は、成長しようという

個人の意欲や努力と、組織によるサポートにより達

成されるものです。人材の育成は言うは易く行うは

難いものの典型です。人材育成の取り組みには派手

さがありません。また、人材育成の効果を測るのも

簡単ではありません。職員の理解も残念ながら十分

なものではありません。このため、ともすると人材

育成の取り組みは定型的かつ漫然としたものになり

がちです。そのようにならぬよう、所内外の研修参

加や、表彰応募への候補者の掘り起こしなど、積極

的な働きかけが、一層重要と考えています。このよ

うに、人材育成プログラムを単にかけ声や作文に終

わらせるのではなく、そのメニューの充実を図り、

実効性を高めることが、研究統括主幹としての私の

重要な任務と考えています。

　本年からの新しい取り組みも始めます。この秋に

は、所内の若手研究者の活性化を図るため、「農環研

若手研究者奨励賞」を創設し、第1回表彰式を11月

28日に東京で開催する農環研研究成果発表会の中で

行うことを予定しております。

　「人材が二流であれば、組織は二流」とも言われま

す。組織の改廃は外圧により進むと考えがちですが、

人材が育たなければ、組織は内から瓦解します。「有

能な職員を確保し、一流の職員を育てる」ことが、

農業環境技術研究所のミッションを達成するための

近道であることを肝に銘じて職務にあたりたいと考

えています。
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